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(57)【要約】
【課題】横孔タイプの棚柱を用いて棚板を支持する場合 
であっても、対向する２つの壁面および４本の棚柱を必 
要としない、棚板支持具を提供する。
【解決手段】棚板支持具１０は、支持具本体１２と固定 
部材１４と締結部材１６とを含む。支持具本体１２は、 
第１爪部２４を有する短冊状の支持部１８と、第１貫通 
孔２８および締結孔３０ａ，３０ｂを有しかつ棚柱１ａ 
，１ｂの表面にあてがわれる添え部２０とを含む。固定 
部材１４は、第２貫通孔３２および第２爪部３４を有し 
、添え部２０を棚柱１ａ，１ｂに固定するために用いら 
れる。締結部材１６は、棚柱１ａまたは１ｂと固定部材 
１４との間に添え部２０が挟まれ第１横孔３ａに第１爪 
部２４が挿入されかつ第１貫通孔２８および第２横孔３ 
ｂに第２爪部３４が挿入された状態で、固定部材１４と 
添え部２０とを結合するために第２貫通孔３２と締結孔 
３０ａまたは３０ｂとに挿入される。
【選択図】図５

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 壁 面 に 上 下 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ る 棚 柱 に 取 り 付 け ら れ か つ 棚 板 を 支 持 す る 棚 板  
支 持 具 で あ っ て 、
　 前 記 棚 柱 は 、 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ る 複 数 の 横 孔 を 有 し 、
　 前 記 複 数 の 横 孔 は 、 第 １ 横 孔 と 前 記 第 １ 横 孔 よ り 下 方 に 位 置 す る 第 ２ 横 孔 と を 含 み 、
　 当 該 棚 板 支 持 具 は 、
　 前 記 第 １ 横 孔 に 挿 入 可 能 な 第 １ 爪 部 を 有 し か つ 前 記 棚 板 を 下 方 か ら 支 持 す る た め に 前 記  
棚 柱 に 対 し て 突 出 可 能 な 短 冊 状 の 支 持 部 と 、 前 記 第 ２ 横 孔 に 対 応 す る 第 １ 貫 通 孔 お よ び 締  
結 用 の 締 結 孔 を 有 し か つ 前 記 棚 柱 の 表 面 に あ て が わ れ る 添 え 部 と を 含 む 支 持 具 本 体 、
　 前 記 締 結 孔 に 対 応 す る 第 ２ 貫 通 孔 お よ び 前 記 第 １ 貫 通 孔 と 前 記 第 ２ 横 孔 と に 挿 入 可 能 な  
第 ２ 爪 部 を 有 し か つ 前 記 添 え 部 を 前 記 棚 柱 に 固 定 す る た め の 固 定 部 材 、 な ら び に
　 前 記 棚 柱 と 前 記 固 定 部 材 と の 間 に 前 記 添 え 部 が 挟 ま れ 前 記 第 １ 横 孔 に 前 記 第 １ 爪 部 が 挿  
入 さ れ か つ 前 記 第 １ 貫 通 孔 お よ び 前 記 第 ２ 横 孔 に 前 記 第 ２ 爪 部 が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 前 記  
固 定 部 材 と 前 記 添 え 部 と を 結 合 す る た め に 前 記 第 ２ 貫 通 孔 と 前 記 締 結 孔 と に 挿 入 さ れ る 締  
結 部 材 を 備 え る 、 棚 板 支 持 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の 横 孔 の 前 記 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数 種 類 の 前 記 棚 柱 に 当 該 棚 板 支 持 具 が 適 用 可  
能 と な る よ う に 、 前 記 第 １ 貫 通 孔 は 前 記 複 数 種 類 の 前 記 棚 柱 の 前 記 第 ２ 横 孔 に 対 応 可 能 に  
長 孔 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 貫 通 孔 は 前 記 添 え 部 の 前 記 締 結 孔 に 対 応 可 能 に 長 孔 状 に  
形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 棚 板 支 持 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の 横 孔 は 、 前 記 第 １ 横 孔 と 前 記 第 ２ 横 孔 と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ 横 孔 を さ ら に  
含 み 、
　 前 記 締 結 部 材 は 、 前 記 第 ２ 貫 通 孔 と 前 記 締 結 孔 と 前 記 第 ３ 横 孔 と に 挿 入 可 能 な 長 さ に 構  
成 さ れ 、
　 前 記 締 結 孔 は 、 前 記 複 数 種 類 の 前 記 棚 柱 の 前 記 第 ３ 横 孔 に 対 応 可 能 に 複 数 形 成 さ れ る 、  
請 求 項 ２ に 記 載 の 棚 板 支 持 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 棚 板 支 持 具 に 関 し 、 よ り 特 定 的 に は 、 横 孔 タ イ プ の 棚 柱 に 取 り 付 け ら れ る 棚  
板 支 持 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 従 来 技 術 の 一 例 と し て 、 特 許 文 献 １ に 棚 板 支 持 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 特 許 文  
献 １ の 図 ７ を 参 照 し て 、 こ の 棚 板 支 持 装 置 は 、 棚 柱 と 棚 受 け と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 棚 柱 に は 、 横 長 の 矩 形 状 取 付 孔 が 上 下 方 向 へ 一 定 間 隔 開 い て 多 数 開 設 さ れ て い る 。 棚 受  
け は 、 棚 柱 の 幅 と 略 同 様 な 幅 を 有 す る 矩 形 板 の 長 さ 略 中 央 部 を 内 向 き に 屈 曲 さ せ た も の で  
、 水 平 状 の 棚 載 せ 板 部 と 斜 傾 状 の 支 承 板 部 と か ら な る 。 こ の 水 平 状 の 棚 載 せ 板 部 お よ び 斜  
傾 状 の 支 承 板 部 の 先 端 部 に は 、 上 向 き に 屈 曲 さ せ た 引 掛 け 片 が 突 設 さ れ て い る 。 各 引 掛 け  
片 は 、 棚 柱 の 取 付 孔 幅 よ り 幅 狭 の 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 棚 板 支 持 装 置 で は 、 壁 面 に 棚 柱 が 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 所 望 の 棚 板 高 さ に 対 応 す る  
取 付 孔 が 選 択 さ れ 、 こ の 取 付 孔 に 水 平 状 の 棚 載 せ 板 部 の 引 掛 け 片 が 挿 入 さ れ た 後 、 下 方 の  
対 応 す る 取 付 孔 に 支 承 板 部 の 引 掛 け 片 が 挿 入 さ れ て 、 棚 受 け が 取 り 付 け ら れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ６ ０ ８ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 棚 板 支 持 装 置 で は 、 対 向 す る ２ つ の 壁 面 の そ れ ぞ れ に 、 ２ 本 の 棚 柱 が 間 隔 を あ  
け て 上 下 方 向 に 延 び る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 各 棚 柱 に 棚 受 け が 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、  
棚 板 の 四 隅 近 傍 を 棚 受 け に よ っ て 下 方 か ら 支 持 す る こ と に よ っ て 、 棚 板 が 支 持 さ れ る 。 こ  
の よ う に 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 横 孔 タ イ プ の 棚 板 支 持 装 置 を 用 い て 棚 板 を 支 持 す る た  
め に は 、 対 向 す る ２ つ の 壁 面 お よ び ４ 本 の 棚 柱 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ れ ゆ え に 、 こ の 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 横 孔 タ イ プ の 棚 柱 を 用 い て 棚 板 を 支 持 す る 場 合  
で あ っ て も 、 対 向 す る ２ つ の 壁 面 お よ び ４ 本 の 棚 柱 を 必 要 と し な い 、 棚 板 支 持 具 を 提 供 す  
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 壁 面 に 上 下 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ る 棚 柱 に 取 り 付  
け ら れ か つ 棚 板 を 支 持 す る 棚 板 支 持 具 で あ っ て 、 棚 柱 は 、 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 を あ け て 形  
成 さ れ る 複 数 の 横 孔 を 有 し 、 複 数 の 横 孔 は 、 第 １ 横 孔 と 第 １ 横 孔 よ り 下 方 に 位 置 す る 第 ２  
横 孔 と を 含 み 、 当 該 棚 板 支 持 具 は 、 第 １ 横 孔 に 挿 入 可 能 な 第 １ 爪 部 を 有 し か つ 棚 板 を 下 方  
か ら 支 持 す る た め に 棚 柱 に 対 し て 突 出 可 能 な 短 冊 状 の 支 持 部 と 、 第 ２ 横 孔 に 対 応 す る 第 １  
貫 通 孔 お よ び 締 結 用 の 締 結 孔 を 有 し か つ 棚 柱 の 表 面 に あ て が わ れ る 添 え 部 と を 含 む 支 持 具  
本 体 、 締 結 孔 に 対 応 す る 第 ２ 貫 通 孔 お よ び 第 １ 貫 通 孔 と 第 ２ 横 孔 と に 挿 入 可 能 な 第 ２ 爪 部  
を 有 し か つ 添 え 部 を 棚 柱 に 固 定 す る た め の 固 定 部 材 、 な ら び に 棚 柱 と 固 定 部 材 と の 間 に 添  
え 部 が 挟 ま れ 第 １ 横 孔 に 第 １ 爪 部 が 挿 入 さ れ か つ 第 １ 貫 通 孔 お よ び 第 ２ 横 孔 に 第 ２ 爪 部 が  
挿 入 さ れ た 状 態 で 、 固 定 部 材 と 添 え 部 と を 結 合 す る た め に 第 ２ 貫 通 孔 と 締 結 孔 と に 挿 入 さ  
れ る 締 結 部 材 を 備 え る 、 棚 板 支 持 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 棚 板 支 持 具 は 、 典 型 的 に は 、 １ つ の 壁 面 に 設 け ら れ た ２ 本 の 棚 柱 の そ れ  
ぞ れ に 取 り 付 け ら れ る 。 ２ 本 の 棚 柱 は そ れ ぞ れ 、 複 数 の 横 孔 を 有 す る 。 ２ 本 の 棚 柱 は 、 互  
い に 横 方 向 に 間 隔 を あ け て か つ 上 下 方 向 に 延 び る よ う に 壁 面 に 設 け ら れ る 。 ま ず 、 支 持 具  
本 体 の 支 持 部 の 第 １ 爪 部 が 棚 柱 の 第 １ 横 孔 に 挿 入 さ れ て 支 持 部 が 棚 柱 に 係 合 さ れ 、 添 え 部  
の 第 １ 貫 通 孔 が 棚 柱 の 第 ２ 横 孔 に 対 応 す る よ う に 添 え 部 が 棚 柱 の 表 面 に 位 置 決 め さ れ る 。  
こ の と き 、 支 持 部 は 、 棚 柱 か ら 突 出 す る 。 つ い で 、 棚 柱 と 固 定 部 材 と の 間 に 添 え 部 を 挟 む  
よ う に 添 え 部 上 に 固 定 部 材 が 配 置 さ れ 、 固 定 部 材 の 第 ２ 爪 部 が 第 １ 貫 通 孔 を 挿 通 し て 第 ２  
横 孔 に 挿 入 さ れ 固 定 部 材 が 棚 柱 に 係 合 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 貫 通 孔 が 添 え 部 の 締 結 孔 に  
対 応 す る よ う に 固 定 部 材 が 位 置 決 め さ れ る 。 そ し て 、 締 結 部 材 が 第 ２ 貫 通 孔 を 挿 通 し て 締  
結 孔 に 挿 入 さ れ 、 固 定 部 材 と 添 え 部 と が 結 合 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 棚 板 支 持 具 が 棚 柱 に 取  
り 付 け ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 １ つ の 壁 面 に 設 け ら れ た 各 棚 柱 に 棚 板 支 持 具 が 取 り 付 け  
ら れ 、 ２ つ の 棚 板 支 持 具 に よ っ て 棚 板 の 両 端 部 が 下 方 か ら 支 持 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の  
発 明 に 係 る 棚 板 支 持 具 に よ れ ば 、 横 孔 タ イ プ の 棚 柱 を 用 い て 棚 板 を 支 持 す る 場 合 で あ っ て  
も 、 対 向 す る ２ つ の 壁 面 お よ び ４ 本 の 棚 柱 を 必 要 と せ ず 、 棚 板 を 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 複 数 の 横 孔 の 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数 種 類 の 棚 柱 に 当 該 棚 板 支 持 具 が 適 用 可  
能 と な る よ う に 、 第 １ 貫 通 孔 は 複 数 種 類 の 棚 柱 の 第 ２ 横 孔 に 対 応 可 能 に 長 孔 状 に 形 成 さ れ  
、 か つ 第 ２ 貫 通 孔 は 添 え 部 の 締 結 孔 に 対 応 可 能 に 長 孔 状 に 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 添 え 部  
の 第 １ 貫 通 孔 お よ び 固 定 部 材 の 第 ２ 貫 通 孔 が そ れ ぞ れ 長 孔 状 に 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、  
複 数 の 横 孔 の 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数 種 類 の 棚 柱 の い ず れ を 用 い る 場 合 で あ っ て も 、 第 １ 貫  
通 孔 を 第 ２ 横 孔 に 対 応 す る よ う に 位 置 決 め で き 、 第 ２ 爪 部 を 第 １ 貫 通 孔 に 挿 通 し て 第 ２ 横  
孔 に 挿 入 で き る と と も に 、 第 ２ 貫 通 孔 を 添 え 部 の 締 結 孔 に 対 応 す る よ う に 位 置 決 め で き る  
。 し た が っ て 、 複 数 の 横 孔 の 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数 種 類 の 棚 柱 に 棚 板 支 持 具 を 適 用 で き る  
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。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 好 ま し く は 、 複 数 の 横 孔 は 、 第 １ 横 孔 と 第 ２ 横 孔 と の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ 横 孔 を さ  
ら に 含 み 、 締 結 部 材 は 、 第 ２ 貫 通 孔 と 締 結 孔 と 第 ３ 横 孔 と に 挿 入 可 能 な 長 さ に 構 成 さ れ 、  
締 結 孔 は 、 複 数 種 類 の 棚 柱 の 第 ３ 横 孔 に 対 応 可 能 に 複 数 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 棚 柱 の 種  
類 に 応 じ て 、 複 数 の 締 結 孔 の う ち 、 用 い ら れ る 棚 柱 の 第 ３ 横 孔 に 対 応 す る よ う に 位 置 決 め  
で き る 締 結 孔 が 選 択 さ れ る 。 し た が っ て 、 締 結 部 材 に よ っ て 添 え 部 と 固 定 部 材 と を 結 合 す  
る と き 、 締 結 部 材 を 、 第 ２ 貫 通 孔 お よ び 締 結 孔 だ け で は な く 第 ３ 横 孔 に も 挿 入 で き 、 よ り  
確 実 に 添 え 部 と 固 定 部 材 と を 結 合 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 横 孔 タ イ プ の 棚 柱 を 用 い て 棚 板 を 支 持 す る 場 合 で あ っ て も 、 対 向 す  
る ２ つ の 壁 面 お よ び ４ 本 の 棚 柱 を 必 要 と し な い 、 棚 板 支 持 具 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 棚 板 支 持 具 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 棚 板 支 持 具 を 示 す 別 方 向 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る  
。
【 図 ３ 】 棚 板 支 持 具 を 適 用 可 能 な 複 数 の 棚 柱 を 示 す 一 部 省 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ２ つ の 棚 柱 に 取 り 付 け ら れ た 棚 板 支 持 具 に よ っ て 棚 板 を 支 持 す る 状 態 を 示 す 図 解  
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 棚 板 支 持 具 を 棚 柱 に 取 り 付 け る 工 程 を 説 明 す る た め の 図 解 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 棚 板 支 持 具 を 棚 柱 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 棚 板 支 持 具 を 他 の 種 類 の 棚 柱 に 取 り 付 け る 工 程 を 説 明 す る た め の 図 解 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 棚 板 支 持 具 を 他 の 種 類 の 棚 柱 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 棚 板 支 持 具 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す 棚 柱  
１ ａ ， １ ｂ に 取 り 付 け 可 能 で あ り 、 棚 板 ２ （ 図 ４ 参 照 ） を 支 持 す る た め に 用 い ら れ る 。 棚  
柱 １ ａ は 、 長 手 方 向 に 所 定 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ る 複 数 の 横 孔 ３ を 有 し 、 壁 面 ４ （ 図 ４ 参  
照 ） に 上 下 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ る 。 横 孔 ３ は 、 横 長 の 略 矩 形 状 に 形 成 さ れ る 。 棚  
柱 １ ｂ に つ い て も 同 様 で あ る 。 図 ３ お よ び 図 ５ を 参 照 し て 、 複 数 の 横 孔 ３ は 、 第 １ 横 孔 ３  
ａ と 、 第 １ 横 孔 ３ ａ よ り 下 方 に 位 置 す る 第 ２ 横 孔 ３ ｂ と 、 第 １ 横 孔 ３ ａ と 第 ２ 横 孔 ３ ｂ と  
の 間 に 設 け ら れ る 第 ３ 横 孔 ３ ｃ と を 含 む 。 第 １ 横 孔 ３ ａ は 、 所 望 の 棚 板 高 さ に 応 じ て 選 択  
さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 横 孔 ３ ｂ は 、 横 孔 ３ ａ か ら 下 に ３ つ 目 の 横 孔 に 相 当 し 、  
第 ３ 横 孔 ３ ｃ は 、 横 孔 ３ ａ か ら 下 に ２ つ 目 の 横 孔 に 相 当 す る 。 棚 柱 １ ａ と 棚 柱 １ ｂ と は 横  
孔 ３ の 所 定 間 隔 が 異 な る 。 た と え ば 、 棚 柱 １ ａ に お け る 横 孔 ３ の 所 定 間 隔 Ａ １ は １ ５ ｍ ｍ  
で あ り 、 棚 柱 １ ｂ に お け る 横 孔 ３ の 所 定 間 隔 Ａ ２ は １ ７ ｍ ｍ で あ る 。 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ の そ  
の 他 の 構 成 は 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 し て 、 棚 板 支 持 具 １ ０ は 、 支 持 具 本 体 １ ２ と 、 固 定 部 材 １ ４ と 、  
締 結 部 材 １ ６ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 支 持 具 本 体 １ ２ は 、 支 持 部 １ ８ と 、 添 え 部 ２ ０ と 、 連 結 部 ２ ２ と を 含 む 。 支 持 部 １ ８ は  
、 第 １ 横 孔 ３ ａ に 挿 入 可 能 な 第 １ 爪 部 ２ ４ を 有 し 、 か つ 棚 板 ２ を 下 方 か ら 支 持 す る た め に  
棚 柱 １ ａ ． １ ｂ に 対 し て 突 出 可 能 な 短 冊 状 に 形 成 さ れ る 。 支 持 部 １ ８ の 両 端 部 近 傍 に は 、  
棚 板 ２ を 固 定 す る た め の 貫 通 孔 ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 添 え 部 ２ ０ は 、 略 角 板 状 に 形 成 さ れ 、  
第 ２ 横 孔 ３ ｂ に 対 応 す る 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ 、 お よ び 締 結 用 の ２ つ の 締 結 孔 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ を  
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有 し 、 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ の 表 面 に あ て が わ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 締 結 孔 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ  
は 、 ね じ 孔 か ら な る 。 複 数 （ こ の 実 施 形 態 で は 、 ２ つ ） の 締 結 孔 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ を 設 け る  
こ と に よ っ て 、 複 数 種 類 の 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ の い ず れ の 第 ３ 横 孔 ３ ｃ に も 対 応 可 能 と な る 。  
複 数 の 横 孔 ３ の 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数 種 類 の 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ に 棚 板 支 持 具 １ ０ が 適 用 可 能  
と な る よ う に 、 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ は 、 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ の い ず れ の 第 ２ 横 孔 ３ ｂ に も 対 応 可 能  
に 長 孔 状 に 形 成 さ れ る 。 連 結 部 ２ ２ は 、 Ｌ 字 状 か つ 板 状 に 形 成 さ れ 、 長 辺 側 に 支 持 部 １ ８  
が 接 続 さ れ 、 短 辺 側 に 添 え 部 ２ ０ が 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 支 持 部 １ ８ と 添 え 部 ２ ０ と は  
互 い に 直 角 を な す よ う に 、 連 結 部 ２ ２ に よ っ て 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 固 定 部 材 １ ４ は 、 略 角 板 状 に 形 成 さ れ 、 締 結 孔 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に 対 応 す る 第 ２ 貫 通 孔 ３  
２ 、 お よ び 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ と 第 ２ 横 孔 ３ ｂ と に 挿 入 可 能 な 第 ２ 爪 部 ３ ４ を 有 し 、 添 え 部 ２  
０ を 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 。 複 数 の 横 孔 ３ の 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数  
種 類 の 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ に 棚 板 支 持 具 １ ０ が 適 用 可 能 と な る よ う に 、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ は 、 添  
え 部 ２ ０ ａ の 締 結 孔 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に 対 応 可 能 に 長 孔 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 締 結 部 材 １ ６ は 、 こ の 実 施 形 態 で は ね じ か ら な る 。 締 結 部 材 １ ６ は 、 棚 柱 １ ａ ま た は １  
ｂ と 固 定 部 材 １ ４ と の 間 に 添 え 部 ２ ０ が 挟 ま れ 第 １ 横 孔 ３ ａ に 第 １ 爪 部 ２ ４ が 挿 入 さ れ か  
つ 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ お よ び 第 ２ 横 孔 ３ ｂ に 第 ２ 爪 部 ３ ４ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 締 結 孔 ３ ０ ａ  
ま た は ３ ０ ｂ と 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ と に 挿 入 さ れ 、 固 定 部 材 １ ４ と 添 え 部 ２ ０ と が 結 合 さ れ る  
。 こ の 実 施 形 態 で は 、 締 結 部 材 １ ６ は 、 締 結 孔 ３ ０ ａ ま た は ３ ０ ｂ と 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ と 第  
３ 横 孔 ３ ｃ と に 挿 入 可 能 な 長 さ に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 棚 板 支 持 具 １ ０ は 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ の い ず れ に も  
取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 棚 板 支 持 具 １ ０ を 図 ３ （ ａ ） に 示 す 棚 柱 １ ａ に 取 り 付 け る 場 合 に つ い て 説 明 す る  
。 こ の 場 合 、 典 型 的 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ２ 本 の 棚 柱 １ ａ が １ つ の 壁 面 ４ に 設 け ら れ  
る 。 ２ 本 の 棚 柱 １ ａ は 互 い に 横 方 向 に 間 隔 を あ け て 上 下 方 向 に 延 び る よ う に 壁 面 ４ に 取 り  
付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ （ ａ ） を 参 照 し て 、 支 持 具 本 体 １ ２ の 支 持 部 １ ８ の 第 １ 爪 部 ２ ４ が 棚 柱 １ ａ の 第 １  
横 孔 ３ ａ に 挿 入 さ れ て 支 持 部 １ ８ が 棚 柱 １ ａ に 係 合 さ れ 、 添 え 部 ２ ０ の 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ お  
よ び 締 結 孔 ３ ０ ａ が そ れ ぞ れ 棚 柱 １ ａ の 第 ２ 横 孔 ３ ｂ お よ び 第 ３ 横 孔 ３ ｃ に 対 応 す る よ う  
に 添 え 部 ２ ０ が 棚 柱 １ ａ の 表 面 に 位 置 決 め さ れ る 。 こ の と き 、 支 持 部 １ ８ は 、 棚 柱 １ ａ に  
対 し て 直 交 す る 方 向 に 棚 柱 １ ａ か ら 突 出 す る 。 つ い で 、 図 ５ （ ｂ ） を 参 照 し て 、 棚 柱 １ ａ  
と 固 定 部 材 １ ４ と の 間 に 添 え 部 ２ ０ を 挟 む よ う に 添 え 部 ２ ０ 上 に 固 定 部 材 １ ４ が 配 置 さ れ  
、 固 定 部 材 １ ４ の 第 ２ 爪 部 ３ ４ が 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ を 挿 通 し て 第 ２ 横 孔 ３ ｂ に 挿 入 さ れ 固 定  
部 材 １ ４ が 棚 柱 １ ａ に 係 合 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ が 添 え 部 ２ ０ の 締 結 孔 ３ ０  
ａ に 対 応 す る よ う に 固 定 部 材 １ ４ が 位 置 決 め さ れ る 。 そ し て 、 ね じ か ら な る 締 結 部 材 １ ６  
が 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ を 挿 通 し て 締 結 孔 ３ ０ ａ と 第 ３ 横 孔 ３ ｃ と に 挿 入 さ れ 、 固 定 部 材 １ ４ と  
添 え 部 ２ ０ と が 結 合 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ６ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 棚 板 支  
持 具 １ ０ が 棚 柱 １ ａ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ を 参 照 し て 、 向 か っ て 左 側 の 棚 柱 １ ａ に 棚 板 支 持 具 １ ０ が 取 り 付 け ら れ 、 向 か っ て  
右 側 の 棚 柱 １ ａ に 棚 板 支 持 具 １ ０ ａ が 取 り 付 け ら れ る 。 棚 板 支 持 具 １ ０ ａ は 、 棚 板 支 持 具  
１ ０ と 略 同 様 に 構 成 さ れ 、 支 持 具 本 体 １ ２ ａ と 、 固 定 部 材 １ ４ と 、 締 結 部 材 １ ６ と を 含 む  
。 支 持 具 本 体 １ ２ ａ が 棚 板 支 持 具 １ ０ の 支 持 具 本 体 １ ２ と 左 右 対 称 の 形 状 を 有 す る 点 を 除  
い て 、 棚 板 支 持 具 １ ０ ａ は 、 棚 板 支 持 具 １ ０ と 同 様 の 構 造 を 有 し 、 棚 板 １ ａ に 対 し て 同 様  
に 取 り 付 け ら れ る の で 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 こ の よ う に し て 、 １ つ の 壁 面 ４ に 設 け ら れ た ２ 本 の 棚 柱 １ ａ に そ れ ぞ れ 棚 板 支 持 具 １ ０  
， １ ０ ａ が 取 り 付 け ら れ 、 ２ つ の 棚 板 支 持 具 １ ０ ， １ ０ ａ に よ っ て 棚 板 ２ の 両 端 部 が 下 方  
か ら 支 持 さ れ る 。 こ の と き 、 た と え ば 棚 板 ２ の 図 示 し な い 貫 通 孔 と 支 持 部 １ ８ の 貫 通 孔 ２  
６ と に 図 示 し な い 締 結 部 材 を 挿 通 さ せ て 、 ２ つ の 棚 板 支 持 具 １ ０ に 棚 板 ２ が 取 り 付 け ら れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 つ い で 、 棚 板 支 持 具 １ ０ を 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 棚 柱 １ ｂ に 取 り 付 け る 場 合 に つ い て 説 明 す  
る 。 こ の 場 合 、 典 型 的 に は 、 ２ 本 の 棚 柱 １ ｂ が 壁 面 ４ に 設 け ら れ る 。 ２ 本 の 棚 柱 １ ｂ は 互  
い に 横 方 向 に 間 隔 を あ け て 上 下 方 向 に 延 び る よ う に 壁 面 ４ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ （ ａ ） を 参 照 し て 、 支 持 具 本 体 １ ２ の 支 持 部 １ ８ の 第 １ 爪 部 ２ ４ が 棚 柱 １ ｂ の 第 １  
横 孔 ３ ａ に 挿 入 さ れ て 支 持 部 １ ８ が 棚 柱 １ ｂ に 係 合 さ れ 、 添 え 部 ２ ０ の 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ お  
よ び 締 結 孔 ３ ０ ｂ が そ れ ぞ れ 棚 柱 １ ｂ の 第 ２ 横 孔 ３ ｂ お よ び 第 ３ 横 孔 ３ ｃ に 対 応 す る よ う  
に 添 え 部 ２ ０ が 棚 柱 １ ｂ の 表 面 に 位 置 決 め さ れ る 。 こ の と き 、 支 持 部 １ ８ は 、 棚 柱 １ ｂ に  
対 し て 直 交 す る 方 向 に 棚 柱 １ ｂ か ら 突 出 す る 。 つ い で 、 図 ７ （ ｂ ） を 参 照 し て 、 棚 柱 １ ｂ  
と 固 定 部 材 １ ４ と の 間 に 添 え 部 ２ ０ を 挟 む よ う に 添 え 部 ２ ０ 上 に 固 定 部 材 １ ４ が 配 置 さ れ  
、 固 定 部 材 １ ４ の 第 ２ 爪 部 ３ ４ が 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ を 挿 通 し て 第 ２ 横 孔 ３ ｂ に 挿 入 さ れ 固 定  
部 材 １ ４ が 棚 柱 １ ｂ に 係 合 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ が 添 え 部 ２ ０ の 締 結 孔 ３ ０  
ｂ に 対 応 す る よ う に 固 定 部 材 １ ４ が 位 置 決 め さ れ る 。 そ し て 、 ね じ か ら な る 締 結 部 材 １ ６  
が 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ を 挿 通 し て 締 結 孔 ３ ０ ｂ と 第 ３ 横 孔 ３ ｃ と に 挿 入 さ れ 、 固 定 部 材 １ ４ と  
添 え 部 ２ ０ と が 結 合 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ８ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 棚 板 支  
持 具 １ ０ が 棚 柱 １ ｂ に 取 り 付 け ら れ る 。 棚 板 支 持 具 １ ０ ａ に つ い て も 同 様 に 棚 柱 １ ｂ に 取  
り 付 け ら れ る 。 図 ４ に 示 す 場 合 と 同 様 に 、 向 か っ て 左 側 の 棚 柱 １ ｂ に 棚 板 支 持 具 １ ０ が 取  
り 付 け ら れ 、 向 か っ て 右 側 の 棚 柱 １ ｂ に 棚 板 支 持 具 １ ０ ａ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 １ つ の 壁 面 ４ に 設 け ら れ た ２ 本 の 棚 柱 １ ｂ に そ れ ぞ れ 棚 板 支 持 具 １ ０  
， １ ０ ａ が 取 り 付 け ら れ 、 ２ つ の 棚 板 支 持 具 １ ０ ， １ ０ ａ に よ っ て 棚 板 ２ の 両 端 部 が 下 方  
か ら 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 述 の 棚 板 支 持 具 １ ０ ， １ ０ ａ の 取 付 工 程 に お い て 、 支 持 具 本 体 １ ２ と 固 定 部 材  
１ ４ と を 締 結 部 材 １ ６ に よ っ て 予 め 仮 止 め し て お き 、 こ の 状 態 で 、 支 持 具 本 体 １ ２ の 第 １  
爪 部 ２ ４ を 第 １ 横 孔 ３ ａ に 挿 入 し 、 固 定 部 材 １ ４ を 添 え 部 ２ ０ 上 で ス ラ イ ド さ せ て 第 ２ 爪  
部 ３ ４ を 第 ２ 横 孔 ３ ｂ に 挿 入 し 、 そ の 後 、 締 結 部 材 １ ６ に よ っ て 固 定 部 材 １ ４ と 添 え 部 ２  
０ と を 結 合 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な 棚 板 支 持 具 １ ０ ， １ ０ ａ に よ れ ば 、 横 孔 タ イ プ の 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ を 用 い て 棚  
板 ２ を 支 持 す る 場 合 で あ っ て も 、 対 向 す る ２ つ の 壁 面 お よ び ４ 本 の 棚 柱 を 必 要 と せ ず 、 棚  
板 ２ を 支 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 添 え 部 ２ ０ の 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ お よ び 固 定 部 材 １ ４ の 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ が そ れ ぞ れ 長  
孔 状 に 形 成 さ れ る こ と に よ っ て 、 複 数 の 横 孔 ３ の 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数 種 類 の 棚 柱 １ ａ ，  
１ ｂ の い ず れ を 用 い る 場 合 で あ っ て も 、 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ を 第 ２ 横 孔 ３ ｂ に 対 応 す る よ う に  
位 置 決 め で き 、 第 ２ 爪 部 ３ ４ を 第 １ 貫 通 孔 ２ ８ に 挿 通 し て 第 ２ 横 孔 ３ ｂ に 挿 入 で き る と と  
も に 、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ を 添 え 部 ２ ０ の 締 結 孔 ３ ０ ａ （ ３ ０ ｂ ） に 対 応 す る よ う に 位 置 決 め  
で き る 。 し た が っ て 、 複 数 の 横 孔 ３ の 所 定 間 隔 が 異 な る 複 数 種 類 の 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ に 棚 板  
支 持 具 １ ０ ， １ ０ ａ を 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 棚 柱 １ ａ ， １ ｂ の 種 類 に 応 じ て 、 複 数 の 締 結 孔 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の う ち 、 用 い ら れ る 棚 柱  
の 第 ３ 横 孔 ３ ｃ に 対 応 す る よ う に 位 置 決 め で き る 締 結 孔 が 選 択 さ れ る 。 し た が っ て 、 締 結  
部 材 １ ６ に よ っ て 添 え 部 ２ ０ と 固 定 部 材 １ ４ と を 結 合 す る と き 、 締 結 部 材 １ ６ を 、 第 ２ 貫  
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通 孔 ３ ２ お よ び 締 結 孔 ３ ０ ａ （ ３ ０ ｂ ） だ け で は な く 第 ３ 横 孔 ３ ｃ に も 挿 入 で き 、 よ り 確  
実 に 添 え 部 ２ ０ と 固 定 部 材 １ ４ と を 結 合 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 締 結 部 材 １ ６ は 、 締 結 孔 ３ ０ ａ （ ３ ０ ｂ ） と 第 ２ 貫 通 孔 ３  
２ と 第 ３ 横 孔 ３ ｃ と に 挿 入 で き る 長 さ を 有 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ  
な い 。 締 結 部 材 は 、 少 な く と も 締 結 孔 ３ ０ ａ （ ３ ０ ｂ ） と 第 ２ 貫 通 孔 ３ ２ と に 挿 入 で き る  
長 さ を 有 し て い れ ば よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ａ ， １ ｂ       棚 柱
　 ２       棚 板
　 ３       横 孔
　 ３ ａ       第 １ 横 孔
　 ３ ｂ       第 ２ 横 孔
　 ３ ｃ       第 ３ 横 孔
　 ４       壁 面
　 １ ０ ， １ ０ ａ       棚 板 支 持 具
　 １ ２ ， １ ２ ａ       支 持 具 本 体
　 １ ４       固 定 部 材
　 １ ６       締 結 部 材
　 １ ８       支 持 部
　 ２ ０       添 え 部
　 ２ ２       連 結 部
　 ２ ４       第 １ 爪 部
　 ２ ８       第 １ 貫 通 孔
　 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ       締 結 孔
　 ３ ２       第 ２ 貫 通 孔
　 ３ ４       第 ２ 爪 部
　 Ａ １ ， Ａ ２       横 孔 の 所 定 間 隔
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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